
平成25年度予算　政策的新規・充実事業一覧

（単位：千円）

ターミナルにお
ける防災対策推
進事業

 多くの帰宅困難者の集中が見込まれる京都駅周辺地域の対
策を進めるに当たり，京都駅周辺の官民関係者からなる都市
再生緊急整備協議会がハード・ソフト両面にわたる対策を盛
り込んだ「都市再生安全確保計画」を策定する。

10,000 都市企画部
都市総務課
222-3610

付置義務駐車場
の弾力的な活用
による自動二輪
車駐車場確保に
関する検討業務

　自動二輪車の地域別，建物用途別の駐車実態等を調査し，
その結果を踏まえて付置義務駐車場の特例（付置義務駐車場
の一部を自動二輪車用に選択する方法）など，自動二輪車対
策の検討を行う。

2,300 都市企画部
都市計画課
222-3505

先斗町町並み調
査事業

　先斗町地域の景観は，２ｍ未満の道幅の両側に，お茶屋を
はじめとする伝統的な建築様式を色濃く残す建物が立ち並
び，路地固有の濃密な空間を構成する賑わいと風趣ある界わ
い景観を呈している独特なものである。
　この景観を保全するため，地域住民との連携を図りなが
ら，平成２５年度から基礎調査を行い，平成２６年度末まで
に京都市市街地景観整備条例に基づく界わい景観整備地区と
して指定及びその整備計画を策定し，当該地域の景観形成に
つなげる。

8,300 都市景観部
景観政策課
222-3397

屋外広告物対策
事業

　屋外広告物の適正化及び優良な屋外広告物の普及を促進
し，京都のまちにふさわしい広告景観を創造するため，屋外
広告物の掲出許可を取得した事業所を適正事業者として認証
する事業を実施するほか，許可を得た屋外広告物及び掲出事
業者に関する情報を周知できるホームページの作成など産業
支援の要素も組み入れることにより，屋外広告物の適正化を
推し進める。
　さらに，市民による屋外広告物評価事業を実施し，市民の
屋外広告物に対する意識の醸成を図るとともに，広告主・広
告業者・広告デザイナーに対してデザイン面での支援を検討
するための調査を行う。

10,000 都市景観部
市街地景観

課
708-7690

既存建築物の耐
震化対策の強化

　東日本大震災を受け，京都市においても建築物の耐震化が
急務となる中，平成２４年度から平成２７年度までの４年間
を「耐震化重点期間」と位置付け，市民，事業者，行政が一
体となった耐震化に取り組んでいるところである。平成２５
年度は，平成２４年度の実績を踏まえ，より多くの市民に耐
震化に取り組んでいただくため，耐震診断助成事業，耐震診
断士派遣事業及び耐震改修助成事業による支援の件数の拡充
等を図る。また，市民が安心して耐震化に取り組める環境整
備や，市民の主体的な耐震化を促す普及啓発などに引き続き
取り組む。

311,800 建築指導部
建築安全推

進課
222-3613
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（単位：千円）
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所管課
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細街路対策指針
に基づく道路位
置指定制度の活
用

　本市では，平成２４年７月に細街路対策指針を策定してお
り，細街路の特性に応じた実効性の高い細街路対策に取り組
んでいる。
　建築基準法上の道路ではない道は，法による規制がなく，
道の安全性が確保できないことから，防災上の課題を抱えて
いる。本事業は，法上の道路ではない道を，法上の道路とす
るための道路位置指定制度の活用を目的として，制度の申請
に至るまでの支援制度を設けるものである。
　本支援制度により，安全性の高い道への誘導を図り，歴史
都市京都の特性をいかしつつ，市民が安心・安全に住み続け
られる災害に強いまちづくりにつなげる。

8,000 建築指導部
建築指導課
222-3620

「歩いて楽しい
まちなか戦略」
の推進

　京都の魅力と活力が凝縮した歴史的都心地区（四条通，河
原町通，御池通，烏丸通で囲まれた地区）を中心とする「ま
ちなか」において，人と公共交通優先の「歩いて楽しいまち
なか戦略」を推進している。
　平成２５年度は，四条通の歩道拡幅と公共交通優先化に向
けて，タクシー及び物流車両等による沿道利用の整序化を図
るためのシステム検討を行うとともに，歴史的都心地区にお
ける路外荷捌きを推進する。

10,000 歩くまち京
都推進室
222-3483

「歩いて楽しい
まちなかゾーン
（仮称）」の推
進

　歩道整備が困難な都心の細街路において，自動車走行速度
を低減させ，安全でゆとりのある歩行空間を確保するととも
に，通行空間の分離による自転車通行環境の整備や歩行者の
円滑な通行の確保を図るため，幹線道路に囲まれた地域を
「歩いて楽しいまちなかゾーン（仮称）」と設定し，建設
局，交通管理者等と連携して，ゾーン対策を実施する。
　平成２５年度の都市計画局の具体的な事業内容としては，
平成２４年度に引き続き，「歴史的都心地区」（四条通，河
原町通，御池通，烏丸通で囲まれた地区）において，看板等
によりゾーンの明示を完成させるとともに，市民への周知等
を行う。

12,000 歩くまち京
都推進室
222-3483

京都駅南口駅前
広場の整備

　本市最大のターミナル駅である京都駅の南口駅前広場にお
いて，交通結節機能の向上や，安全で快適な歩行空間の創出
等により，「歩くまち・京都」の玄関口にふさわしい駅前広
場の整備を推進する。
　平成２５年度は，調査・設計及び駐輪場の整備工事を行う
とともに，整備後の駅前広場の適正利用に係るマネジメント
組織の構築に向けた協議を進める。

204,200 歩くまち京
都推進室
222-3483

京都駅北口駅前
広場における交
通施設整備

　本市最大のターミナル駅である京都駅の北口駅前広場にお
いて，公共交通機関への乗継の利便性の向上や，安全で快適
な歩行空間の充実を図るため，京都駅北口広場における交通
施設整備に対し補助を行い，「歩くまち・京都」の玄関口に
ふさわしい駅前広場の整備を推進する。
　なお，障害のある方や高齢者の利便性など広場機能をさら
に充実させるため，平成２４年度当初の計画から上屋の整備
箇所を変更して実施するものである。

25,000 歩くまち京
都推進室
222-3483
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「歩いて楽しい
東大路」歩行空
間創出事業

　「歩いて楽しい東大路」の実現に向け，平成２５年度は，
平成２４年度に策定した「東大路通整備構想」に基づき，東
大路通の道路空間再配分において課題となる周辺道路への交
通の影響等について検討するため，東大路通及びその周辺道
路の調査及び予備設計を実施し，関係機関との協議を行うと
ともに地元や市民の皆様への説明を行う。

60,000 歩くまち京
都推進室
222-3483

駅等のバリアフ
リー化の推進

　平成２３年度に策定した「「歩くまち・京都」交通バリア
フリー全体構想」に掲げる１０地区の重点整備地区のバリア
フリー化を推進するため，地区ごとに移動等円滑化基本構想
を策定するとともに「京都市交通バリアフリー推進会議」に
より，全体構想の推進及び進行管理を行う。
　平成２５年度は，平成２４年度に基本構想を策定予定の２
地区の駅施設（ＪＲ太秦駅・阪急大宮駅）のバリアフリー化
事業等に補助金を交付する。

63,700 歩くまち京
都推進室
222-3483

リニア中央新幹
線の誘致促進

　リニア中央新幹線「京都駅ルート」の実現,東京・大阪間
全線の一体的かつ早期開業及び関西国際空港へのリニア延伸
によるアクセス改善に向け，「京都府中央リニアエクスプレ
ス推進協議会」に分担金を支出し，国等に対する要望活動や
市民意識の高揚を目指した広報啓発活動等を行う。

5,400 歩くまち京
都推進室
222-3483

未来の公共交通
検討調査

　人が主役の「歩くまち・京都」を実現するためには，誰も
が便利で快適に利用できる総合的な交通体系を構築する必要
があり，平成２５年度は，将来の京都市のまちの状況を踏ま
え，新たな交通システムの導入の検討も含めた未来の公共交
通検討調査を行う。

14,000 歩くまち京
都推進室
222-3483

道路課金制度
（ロードプライ
シング）の検討

　道路混雑の激しい地域等の自動車交通量を抑制する手法と
して，特定の地域に進入または通行する車から料金を徴収す
るロードプライシングについて学識者の知見や関係機関の指
導等を踏まえ，研究を進める。

2,000 歩くまち京
都推進室
222-3483

ＪＲ奈良線高速
化・複線化第２
期事業

　京都府，沿線市町及びＪＲ西日本が共同して，ＪＲ奈良線
の高速化・複線化第２期事業を推進する。

未定 歩くまち京
都推進室
222-3483

平成の京町家普
及促進事業（広
告宣伝）

　平成の京町家について，市営地下鉄の車内広告，ＪＲ京都
駅構内での映像広告，ＴＶやイベント等で使用可能な映像の
作成・広告費用を計上し，広く市民・事業者等へ継続的なＰ
Ｒを行う。

10,000 住宅室
住宅政策課
222-3666
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分譲マンション
共用部分リ
フォーム融資に
関する保証料の
助成

　要支援マンション等のリフォームを促進するため，住宅金
融支援機構の共用部分リフォーム融資を受ける際に，マン
ション管理組合が支払う保証料の一部を助成し，要支援マン
ション等の解消を目指す。

3,000 住宅室
住宅政策課
222-3666

市営住宅ストッ
ク総合活用事業

　「京都市市営住宅ストック総合活用計画」に基づき，平成
３２年度までの計画的な維持管理やバリアフリー化及び耐震
改修等の改善を図るため，次の事業を実施する。

①市営住宅団地再生事業（鈴塚団地，八条団地，楽只団地）
　ストック計画で，建替え又は集約と判定された住棟を含む
団地において，耐震改修及びエレベーター設置等の改善事業
や，適切に改善された住棟への集約など，団地再生に向けた
事業を総合的に実施する。

②市営住宅耐震改修等改善事業
（西野山団地，大受団地，醍醐南団地，樫原団地等）
　耐震性能を満たさない市営住宅について，改修工事に向け
た基本設計等を行い，市民の皆様がより安心・安全に住まう
ことができる持続可能で良質な住まいを供給していく。な
お，事業実施に当たっては，他の改善事業も同時実施するな
ど，効率的効果的な進ちょくを図る。

933,700 住宅室
すまいまち
づくり課
222-3635

新たな崇仁地域
のまちづくり

　「京都市崇仁地区将来ビジョン」に基づき，新たな崇仁地
域のまちづくりの実現に向け，住宅地区改良事業及び区画整
理事業を進めるとともに，次の事項を実施する。
①改良住宅の建設
　従前居住者のための改良住宅建設等を行う。
②「創造・交流・賑わいのまち」崇仁　実現のための調査
　創造的な人材が集まる核となる施設の導入の検討など，今
後の跡地活用の検討のための基礎調査を行う。

109,500 住宅室
すまいまち
づくり課
222-3635

三条鴨東地区事
業計画変更

　三条鴨東住宅地区改良事業について，未買収土地建物の買
収を進める一方，当該事業の完了に向け，市内中心部に近く
交通至便な立地環境にある当該地区の特性を踏まえた土地利
用の最終形を決定する必要がある。このため，地域のポテン
シャルを最大限に生かした土地利用計画となるよう，事業計
画の見直しを行う。

5,800 住宅室
すまいまち
づくり課
222-3635

-31-



（単位：千円）
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山科・感動ツー
リズム推進事業

　地下鉄東西線の乗客増と観光の地域的な分散化を図るた
め，地元住民と行政，交通事業者，旅行会社等との協働の
下，大津市とも連携し，山科地域の潜在的な観光資源の掘り
起し，磨き上げ，商品化，プロモーションを一貫して行う。

31,000 歩くまち京
都推進室
222-3483

産業観光局
観光MICE推

進室
222-4130

山科区役所
地域力推進

室
592-3066

交通局
企画総務部
営業推進課
863-5065

交通局
高速鉄道部

営業課
863-5218

都　市　計　画　局　　合計 ２２件1,839,700
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